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　　　　　今月の主な内容
給食センターオープン・・一………一・…一P2～P3

春の交通安全運動……一一…………………P4～P5

下水道工事，地価の公示・………………・・…　　　・P6

トピックス、味自慢…………一・………一P8～P9

4万人のひろば、地名アレコレ、市民文芸　わが家の

アイドル、わたしのケッサクー…………一P10～P11

社会教育・社会体育事業計画一…………一P12～P13

お知らせ板、公民館だより…・・一…………P14～P17

休日急患当番医、カメラニュース……一…　　・P18

こけしの絵付け

　5月3日から5月7日までの5日間は、第25回全日

本こけしコンクールが開催されます。コンクールを前に、

郷土の伝統工芸品への理解を深めようと市内の小学校

6年生を対象にしたこけしの絵付けが行われました。

　白石第一小学校では、4月21日の工作の時間を利用し、

6年生約165名が白木のこけしに思い思い自由に鉛筆で

下書きし，水彩絵具で顔や胴に模様をつけていました。

　完成した作品は、どれをとっても児童の表現が豊か

で心のこもった「こけし」となりました。
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昭
和
五
十
八
年
度
始
業
時
供
給
を
目
指
し
、
市
内
福
岡
長
袋
字
氏
斗
蒔

（
市
地
方
卸
売
市
場
隣
）
に
建
設
し
で
、
い
ま
し
た
学
校
給
食
セ
ン
ダ
ー
が

が
、
三
月
末
に
完
成
、
四
月
十
一
日
よ
り
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
グ
リ
ー
ト
一
部
二
階
建
て
で
｛
床
延
べ

面
積
千
百
十
三
平
方
ズ
ー
ト
生
・
・
検
収
室
、
下
処
理
室
、
仕
込
室
、
調
理

室
、
発
送
室
、
事
務
室
、
消
毒
室
な
ど
で
総
事
業
費
約
四
億
円
（
用
地
費

を
含
む
）
を
か
け
、
県
内
初
の
設
備
「
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」
が
取
り
入
れ

ら
れ
最
新
の
衛
生
的
な
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
．
、

　
オ
ー
プ
ン
し
た
学
校
給
食
七
ン
ダ
ー
の
一
日
の
最
大
調
理
能
力
は
、
六

千
食
分
で
、
市
内
十
六
校
と
八
宮
分
校
の
小
・
中
学
校
へ
、
同
セ
ン
ダ
ー

よ
り
コ
ン
テ
ナ
車
五
台
に
て
搬
送
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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出
　
発
　
式

男
、

糞ボ
轟
透
．

距
、

　
青
空
に
晴
れ
あ
が
っ
た
四
月
十
一

日
、
学
校
給
食
セ
ン
ヶ
1
で
は
、
早

朝
よ
り
、
子
供
た
ち
の
健
康
と
び
ワ

ン
ス
の
と
れ
た
給
食
づ
く
り
を
目
指

し
、
児
童
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に
と
心

の
こ
も
っ
た
お
か
ず
つ
く
り
を
進
め

ま
し
た
。
で
き
あ
が
る
と
さ
一
っ
そ
く

コ
ン
テ
ナ
車
五
台
に
給
食
を
積
み
、

セ
ン
ダ
ー
前
に
整
列
し
出
発
式
が
行
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▲初めての給食の味付（白石中

わ
れ
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
鈴
木
教
育
長
よ
り

搬
送
に
従
事
す
る
職
員
に
向
け
、
安

全
な
運
搬
を
す
る
よ
う
訓
示
。
ま
た

輸
送
の
安
金
の
願
い
を
込
め
た
テ
ー

フ
カ
ソ
ト
が
行
わ
れ
、
五
千
五
百
四

〇
名
の
児
童
生
徒
の
待
つ
市
内
小
中

学
校
十
六
校
と
八
宮
分
校
へ
、
七
ン

タ
ー
職
員
が
見
守
る
中
コ
ン
テ
ナ
車

五
台
が
ス
タ
ー
ト
し
、
各
学
校
へ
搬

送
さ
れ
ま
し
た
。
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学校給食約6千食分

ンセ

完全給食へ白石

学
校
給
食
の
目
的

　
学
校
給
食
は
、
た
だ
お
弁
当
の
か

わ
り
に
昼
食
を
食
べ
き
せ
れ
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
学
校
給
食
に
は
次
の
よ
う
な
目
的

が
あ
り
ま
す
。

一
、
日
常
生
活
に
お
け
る
食
事
に
つ

　
い
て
、
正
し
い
理
解
と
望
ま
し
い

　
習
慣
を
養
う
こ
と
。

二
、
学
校
生
活
を
豊
か
に
し
、
明
る

　
い
社
交
性
を
養
う
こ
と
。

三
、
食
生
活
の
合
理
化
、
栄
養
の
改

　
善
及
び
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
。

四
、
食
糧
の
生
産
、
配
分
及
び
消
費

　
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
に
導
く
こ

　
と
o

　
こ
れ
ら
の
目
的
を
も
っ
て
、
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
人
達
は
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
献
立
を
作
成
し
、
巳

の
こ
も
っ
た
お
か
ず
を
伶
り
、
残
さ

ず
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

ん　だ　て　め　い

　　　お　　か　　ず
ノ、ンノマーグ

チャウダー、くだもの

やきざかな、ごまあえ
わかめじる

フレンチサラダ、ソフトチーズ
スパゲッテfナポリタン
なっとう、つけもの
じゃがいもそぼろに

メルルーサタルタルソースかけ
かきたまじる、くだもの

こ実施日

しゅしょく

レーズンパン
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若
葉
薫
る
候
、
市
民
皆
様
に
は
御

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。　

さ
て
、
去
る
昭
和
五
十
四
年
用
地

取
得
造
成
を
行
い
、
そ
の
後
種
々
の

事
情
に
よ
り
着
工
が
手
間
ど
っ
て
お

り
ま
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
皆
様
方
の
御
理
解
に
よ
り
、
昭

和
五
十
七
年
十
月
十
四
日
日
本
体
設

備
工
事
に
着
工
、
去
る
三
月
二
十
日

完
工
し
、
四
月
十
一
日
よ
り
供
用
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
ら

た
に
白
石
中
を
加
え
市
内
十
六
校
と

八
宮
分
校
へ
給
食
用
副
食
を
調
理
し

配
送
す
る
も
の
で
、
六
〇
〇
〇
食
の

能
力
を
有
し
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
た
、
衛
生
的
で
調
理
に
従
事

す
る
方
々
の
健
康
管
理
等
に
配
慮
し

た
内
容
で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
皆
さ

ん
の
栄
養
を
考
慮
し
、
更
に
給
食
費

の
父
母
負
担
を
抑
制
し
な
が
ら
事
業

を
推
進
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
学
校
給
食
運
営
に
深

い
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
、
御
指

導
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

58年度給食費（57年度と同じ）

中学校

213円90

小学校

181円91パン食（1食単価）

226円68196円61米飯食（1食単価）

O市より牛乳1本につき1円の補助があ
　ります。

1目の給食数

◆小学校　　3，778食
◆中　学　校　　　　　1，762食

◆教　職　員　　　　　　263食

◆学校給食センター職員　27食

合計5，830食
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5月11日～20日春の全墜交通、安全運動

ドライバーは安全運転の原点に戻ろう

昨年の死者数（全国）、6年ぶりに9，000人を突破

　
わ
が
国
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、
二
輪
車
を
含
め
て
五
干
六
百
万
台
に
上
り
、

世
界
第
二
位
の
保
有
台
数
で
す
。
ま
た
、
運
転
免
許
保
有
者
は
四
干
七
百
万
人

を
超
え
、
運
転
免
許
適
齢
人
□
の
二
人
に
一
人
は
免
許
保
有
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
保
有
台
数
は
年
間
で
一
二
百
万
台
、

免
許
保
有
者
は
二
百
万
人
と
確
実
に
増
え
続
け
、
ま
さ
に
本
格
的
な
車
社
会
、

国
民
皆
免
許
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
一
万
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
こ
こ
数
年
ほ
ぽ
横
ぱ
い
で
推
移
し
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
は
前
年
に
比
べ
三
百
五
十
四
人
（
四
・
一
％
）
増

加
し
、
昭
和
五
十
一
年
以
来
六
年
ぶ
り
に
九
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
の
特
徴
を
見
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
り
単
独
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
ぶ
つ
か
る
事
故
や
、
車
同
士
の
正
面
衝
突
な
ど
の
無
謀

運
転
や
運
転
技
術
の
未
熟
さ
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
の
で
す
。

　
今
年
も
五
目
十
一
日
か
ら
二
十
目
ま
で
の
十
日
間
、
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
多
発
す
る
事
故
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
三
項
目

を
重
点
に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

①
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

②
一
一
輪
車
の
安
全
利
用
、
特
に
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
励
行
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
徹
底

③
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
励
行
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
推
進

　
こ
の
運
動
を
契
機
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
も
う
一
度
、
安
全
運
転

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
万
全
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

安
全
運
転

　
　
　
　
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
交
差
点
で
は

　
　
安
全
確
認
を

ク
の
つ
い
た
も
の
を
か
ぶ
り
、
あ
ご

ひ
も
を
き
ち
ん
と
結
び
ま
し
ょ
う
。
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交
差
点
で
の
ミ
ニ
・
バ
イ
ク
の
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し

て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
右
折
す
る
と
き
は
直
進
す
る

対
向
車
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

欝
疹
、
鼠
燕
－
詫

章等

言
汗
ー
ー
ー
§
願

～
癬
鍵

2
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
か
ぶ
ろ
う

　
二
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
の
約
七

〇
％
は
、
頭
部
損
傷
が
原
因
で
す
。

頭
部
を
守
る
た
め
に
、
必
ず
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
J
I
S
（
日
本
工
業

規
格
）
マ
ー
ク
や
S
（
安
全
）
マ
ー

3
ミ
一
一
八
イ
ク
の

制
限
速
度
は

　
時
速
三
十
キ
ロ

“

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
速
三
十

キ
ロ
の
制
限
速
度
を
守
り
、
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
よ
う
。

、

しょうい運動』を進めま
転
な

運
3

◇運転するときは酒を飲まない。
◇運転する人には酒を出さない。
◇酒を飲んだら車を運転しない。

　　　「

　
白
石
市
と
自
石
警
察
署
は
、

多
発
す
る
事
故
防
止
の
た
め
、

み
運
転
追
放
「
三
な
い
運
動
」

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
飲
酒
事
故
の
恐
し
さ
は
、

し
て
肉
親
を
失
い
、

き
、

し
、

の酒最
ごの近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
傷
つ

　
　
平
和
な
家
庭
を
根
底
か
ら
破
壊

　
　
残
さ
れ
た
遺
族
の
経
済
的
、
精

神
的
打
撃
は
計
り
し
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
酒
飲
み
運
転
は
依
然
と

し
て
あ
と
を
た
た
ず
、
白
石
市
に
お

い
て
も
、
去
る
四
月
十
九
日
深
夜
に

蔵
本
の
国
道
一
一
三
号
線
上
で
若
者

の
飲
酒
運
転
に
よ
る
暴
走
の
た
め
、

カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ
ず
道
路
か
ら

と
び
だ
し
、
乗
っ
て
い
た
四
名
の
う

ち
二
名
が
死
亡
し
、
二
名
が
重
傷
を

負
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
他
に

も
同
様
の
事
故
、
違
反
が
多
発
し
て

お
り
ま
す
。

　
酒
飲
み
運
転
の
追
放
は
、
法
律
や

取
締
り
だ
け
で
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

運
転
者
の
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
、
運
転

者
を
と
り
ま
く
地
域
、
職
場
、
家
庭
の
自

覚
と
協
力
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
す

べ
て
の
人
が
酒
飲
み
運
転
は
絶
対
に

許
さ
な
い
と
い
う
気
風
を
盛
り
あ
げ

☆
運
転
す
る
時
は
酒
を
飲
ま
な
い
！

☆
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な
い
！

☆
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
を
運
転
し
な
い
！

の
「
三
な
い
運
動
」
を
強
力
に
進
め
、

悲
惨
な
酒
飲
み
事
故
を
な
く
し
、
市

町
村
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位

の
実
績
の
あ
る
白
石
市
民
の
誇
り
を

も
ち
、
事
故
の
な
い
街
づ
く
り
に
皆

ん
な
で
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　、・一シ．歪

儀q、口戯親

垂編轟

露
石
蔵
王
駅
の
駅
前
広
場
に
お
け
る

　
　
　
車
両
駐
車
の
さ
い
は
、
円
滑
に
ご
利
嗣
を

　
白
石
蔵
王
駅
前
広
場
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
広
場
の
公
共
性
及
び
旅
客

公
衆
の
利
便
を
保
持
す
る
上
で
、
歩

行
者
、
車
両
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通

行
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
一
般
の
方
が
利
用
す
る
自

家
用
車
駐
車
場
と
タ
ク
シ
ー
駐
車
場

白石蔵王駅

が
区
分
さ
れ
、
広
場
の
円
滑
利
用
方

法
を
と
る
よ
う
白
線
や
ロ
ー
プ
な
ど

で
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

の
さ
い
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
東
側
広
場
も
一
部
駐
車
で
き

ま
す
。

「
ー
I
I
I
－
I
r

－
n
U
U
的
国
｝
槻
11
■
口
］

’

園
蘭
］
懸

欝

船

肇
角
甲
夏
森

」

鳳

百
家
用
車
駝
車
場
¶

「一
　
　
至
古
内
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快
適
な
生
活
環
境
づ
ぐ
．
り

け
下
水
道
工
事

　
今
日
わ
た
し
た
ち
が
健
康
で
快
適

な
生
活
を
営
む
た
め
に
、
下
水
道
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
市

単
独
事
業
と
し
て
技
線
埋
設
工
事
へ
各

家
庭
に
公
共
桝
を
設
置
す
る
こ
と
）

が
、
市
内
大
畑
、
不
澄
ヶ
池
、
清
水

小
路
、
中
町
地
内
の
四
地
区
に
お
い

に
ご

協
力
を
H

て
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
市
道
白
銀
通
り
線
外
五
路
線
、
総

延
長
約
一
千
三
百
六
十
八
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
り
技
線
を
埋
設
し
、
各
宅
地

毎
に
公
共
桝
を
一
ヶ
所
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
下
水
道
の
整
備
を
図
り
ま

す
。　

い
ず
れ
も
道
路
下
に
埋
設
す
る
た

め
、
歩
行
者
の
安
全
と
沿
線
住
民
の

交
通
を
確
保
し
な
が
ら
工
事
を
す
す

め
ま
す
が
、
工
事
の
特
殊
上
、
期
間

中
は
各
個
所
に
交
通
規
制
（
図
参
照
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
下
水
道
課
（
内

線
二
三
六
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

際爆薩p聡

廻り道有無交通規制内容

有

〃

ク

市
内
三
地
点
発
表

　
地
価
公
示
は
、
一
般
の
土
地
取
引

価
格
に
対
し
て
正
常
な
価
格
を
お
知

ら
せ
し
、
地
価
の
目
安
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　
国
土
庁
は
、
一
月
一
日
現
在
の
標

準
地
の
公
示
価
格
を
こ
の
ほ
ど
発
表

し
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
正
常
価
格
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
売
り
手
に
も
買
い
手

に
も
か
た
よ
ら
な
い
適
正
な
価
格
を

表
わ
し
て
い
ま
す
．
．

　
ま
た
、
公
示
価
格
は
、
標
準
地
に

建
物
な
ど
が
た
っ
て
い
な
い
、
い
わ

ゆ
る
更
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
下
記
の
三
地
点
の
標

準
地
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
公

示
価
格
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
全
国
の
標
準
地
公
示
価
格

を
掲
載
し
た
書
面
が
秘
書
企
画
課
土

地
対
策
係
（
内
線
三
二
七
）
に
備
え
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6

工事期間工事箇所

車輌通行止6／1～10／30③④（豆

〃7／1～8／20⑥2
（片側〕ク7／20～10／30（⑤

〃（ウ）〃11／1～12／207
）

〃大型自動車のみ通行止6／1～9／30①

地価公示価格

自石駅

からの

距離

周辺の土地利用現況

変動1m繍り価格

57。L三58．1．1

標準地所在

1．3㎞

一般住宅が多

住宅地域

％

4．0

　　　　円

30，000

　　　　円

31，200

自石一1

南寺前16

！．4㎞〃4．121，80022．700

自石一2

郡山字花見

平22－27

200m
店
商

売
ぶ

小
並

の
ち

層
建
域

低
が
地

中
舗
業

154、000

白石5－1

沢目8－3

行
政
相
談
委
員
に

　
　
　
　
小
関
さ
ん
・
佐
藤
さ
ん
再
任

小関さん

，Q，

よ
2》レ

佐藤さん

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
小
関
利

雄
さ
ん
、
佐
瓜
三
雄
さ
ん
の
二
人
が

こ
の
ほ
ど
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
再

度
委
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
と
は
、
国
の
行
政

機
関
、
政
府
関
係
機
関
〔
公
社
、
公

団
、
公
庫
等
）
の
行
っ
て
い
る
業
務

ま
た
は
、
県
、
市
町
村
が
行
っ
て
い

る
業
務
で
、
国
の
委
任
あ
る
い
は
補

助
に
か
か
る
業
務
に
つ
い
て
、
お
困

り
に
な
っ
て
い
る
二
と
、
な
っ
と
く

い
か
な
い
こ
と
、
希
望
す
る
こ
と
な

ど
の
相
談
を
受
け
て
解
決
を
は
か
る

こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
役
所
、
公
社
、
公
庫
な

ど
へ
手
続
き
を
し
た
い
が
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
恩
給
、
年

金
な
ど
の
手
続
き
を
し
た
が
役
所
か

ら
な
ん
の
通
知
も
こ
な
い
。
道
路
や

側
溝
が
破
損
し
た
り
、
交
通
安
全
施

設
が
な
く
て
危
険
で
あ
る
。
出
か
せ

ぎ
に
行
っ
て
け
が
を
し
た
が
、
賃
金

も
休
業
補
償
も
も
ら
え
ず
困
っ
て
い

る
、
な
ど
で
す
。

　
相
談
は
、
直
接
口
頭
で
お
話
し
さ

れ
る
の
が
】
番
で
す
が
電
話
や
手
紙

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
秘
密
を
守
り
親
身
に
な
っ
て
お
世

話
し
て
く
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
相
談

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
○
小
関
利
雄
　
中
寺
前
6
7
1
2

　
　
　
　
岱
占
ハ
ー
一
一
一
〇
山
ハ

　
○
佐
藤
三
雄
　
番
丁
1
0

　
　
　
　
岱
五
ー
二
二
四
六

蘭
自
島
圏
卸
㊧
麗
佛
吻
壱
寄
◎
◎
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
目
　
・
王

　
例
年
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精
し

て
育
て
る
農
作
物
が
有
害
鳥
獣
に
よ

り
被
害
を
被
り
、
経
済
的
あ
る
い
は

精
神
的
な
損
失
が
甚
大
な
も
の
と
な

’
、
て
き
て
お
り
ま
す
Q

　
本
市
の
農
作
物
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
も
種
々
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま

す
が
、
毎
年
農
業
者
あ
る
い
は
農
業

団
体
か
ら
の
駆
除
依
頼
が
多
発
し
て

い
る
た
め
、
お
も
い
ど
お
り
の
効
果

を
十
分
あ
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
野
生
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
の
増
加
に

対
処
す
る
に
は
、
猟
友
会
の
協
力
が

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
猟
友
会
（
駆

除
隊
員
）
の
皆
様
方
の
銃
器
の
使
用

に
対
す
る
代
価
の
点
、
ま
た
は
出
動

し
た
こ
と
に
よ
る
日
当
の
経
費
の
面

で
、
事
業
の
推
進
が
余
儀
な
く
さ
れ

る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
害
防
除
の
一

部
を
紹
倉
し
ま
す
の
で
、
自
主
防
除

に
も
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
ど
う
し
て
も
自
主
防
除
が

困
難
な
場
含
は
、
知
事
（
市
長
）
の

許
可
を
得
て
、
魅
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
駆
除
す
る
日

の
五
日
前
ま
で
に
有
害
鳥
獣
対
策
協

防

　
除
に
、
こ
協
ガ

議
会
〔
会
長
白
石
市
長
）
を
経
て
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
除
の
方
法

　
　
ラ
リ
ノ
ー
ミ
サ
イ
ル

　
ブ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
爆
発
に
よ
っ
て

約
十
メ
ー
ト
ル
の
ア
ン
テ
ナ
に
取
り

つ
け
た
疑
似
鳥
（
ビ
ニ
ー
ル
製
の
羽

根
）
を
打
ち
上
げ
ま
す
．
．
打
ち
上
げ

ら
れ
た
羽
根
は
、
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
落
下

し
ま
す
が
、
こ
れ
が
撃
た
れ
た
鳥
が

苦
し
み
な
が
ら
落
下
す
る
よ
う
に
見

え
る
の
で
、
周
辺
の
鳥
に
恐
怖
感
を

与
え
、
忌
避
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
疑
似
大
豆

　
大
豆
の
ハ
ト
（
キ
ジ
ベ
ト
・
ド
バ

ト
）
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め

に
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
方
法
は
、
発
泡
ス
千
ロ
ー
ル
で
作

っ
た
疑
似
豆
、
あ
る
い
は
、
本
物
の

大
豆
に
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ュ
ウ
ム
（
に

が
り
）
を
百
粒
当
り
十
五
q
位
ま
ぶ

し
て
畑
に
播
き
ま
す
。
こ
れ
を
摂
取

し
た
へ
ト
は
、
豆
が
に
が
い
と
い
う

コ
と
を
学
冒
し
て
加
害
を
中
止
す
る

と
い
う
も
の
で
す
・
．
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
は
、
緑
色
に
着
色
す
る
と
効
果
が

　
玄
冠

上
が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
へ
ト
は
畑
の
周
辺
部
か
ら
し
だ
い

に
内
部
へ
食
い
進
む
の
で
、
疑
似
大

豆
も
畑
の
周
縁
部
の
方
に
濃
密
に
播

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
度
も
追
い

播
き
す
る
こ
と
も
必
要
で
播
種
大
豆

が
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
防
劣
鼠
網
断
皿
漁
網

　
古
く
か
ら
防
雀
網
は
、
雀
害
防
止

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
一
．

　
県
内
の
カ
ル
ガ
モ
の
被
害
の
常
習

地
帯
で
は
、
水
路
や
沼
の
周
囲
に
使

い
古
し
た
漁
網
を
張
っ
て
カ
モ
が
水

田
へ
直
接
侵
入
す
る
こ
と
を
防
い
で

い
ま
す
。

　
こ
の
方
法
で
は
、
被
害
が
一
ヵ
所

に
集
中
す
る
こ
と
を
防
ぐ
効
果
は
あ

り
ま
す
が
被
害
の
絶
対
量
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
は
、
困
難
と
考
え
ら
れ
ま

す
。　

岸
期
の
斉
↑
化

　
大
豆
で
は
、
食
害
は
、
発
芽
揃
う

間
に
集
中
し
て
起
二
る
の
で
、
播
種

を
地
域
ぐ
る
み
一
斉
に
お
こ
な
う
こ

と
に
よ
り
、
減
少
さ
せ
る
二
と
が
で

き
ま
す
。
、
稲
で
も
出
穂
期
を
揃
え
れ

ば
カ
ル
ガ
モ
や
フ
、
ブ
ハ
メ
の
加
害
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
　
　
白
石
市
農
作
物
有
害
鳥
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
対
策
協
議
会
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五
月
三
吉
は
　
　
　
　
隔

　
　
　
　
　
　
　
「
消
費
者
の
日
」
　
　
　
　
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賢
い
消
薯
に
な
ろ
う
翫

　
五
月
三
十
口
は
「
消
費
者
の
日
」

で
、
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

　
昭
和
四
十
＝
『
年
の
こ
の
巳
に
、
消
　
　
　
乱
　
　
ま
れ
な
い
た
め
に

費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
、
「
消
費
　
　
　
　
甲
　
消
費
者
も
賢
く
な
ろ
う

者
保
護
基
本
法
」
か
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
「
消
費
者
の
日
」
は
、
そ
の
十
周
　
　
　
　
訪
問
販
売
と
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン

年
を
記
念
し
で
、
昭
和
五
十
三
年
に
制
　
　
　
か
家
庭
や
職
場
を
訪
問
し
て
、
商
品

定
邑
、
れ
た
も
の
で
、
、
今
年
て
六
回
目
。
　
　
の
購
入
申
し
込
み
を
受
け
た
り
、
売

消
費
者
の
自
．
見
を
さ
ら
に
高
め
る
と
　
　
　
買
契
約
を
結
ん
だ
り
す
る
販
売
方
法

と
も
に
、
事
条
者
な
ど
に
消
費
者
保
　
　
　
を
書
い
ま
す
。
ま
た
、
路
上
な
ど
で

護
の
精
神
を
一
層
普
及
さ
せ
る
こ
と
　
　
　
行
わ
れ
る
販
売
行
為
も
訪
問
販
売
と

を
目
的
と
し
で
、
い
ま
す
、
．
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
「
消
費
者
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
　
　
　
　
訪
問
販
売
は
、
主
と
し
て
「
訪
問

こ
の
キ
ニ
一
ろ
苦
情
か
増
え
て
き
て
い
　
　
　
販
売
等
に
関
す
る
法
律
」
で
、
商
取

る
訪
問
販
売
に
つ
い
で
、
考
え
f
、
み
ま
　
　
　
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
か
起
こ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ー
　
　
　
【
材
料
】
　
　
〔
四
人
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐸
　
ウ
ド
5
・
乳
ワ
カ
メ
騨
、
き
心

画
U
朔
補
雛
島
蕪
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
さ
の
短
冊
切
り
に
し
、
水
に
つ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
て
、
あ
く
を
抜
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
生
ワ
カ
ズ
は
熱
湯
に
さ
っ
と
通
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
、
、
色
を
鮮
や
か
に
し
、
冷
水
戸

と
ワ
カ
メ
の
酢
の
物

〔
四
人
分
）
　
　
　
　
と
っ
て
冷
や
し
、
ざ
る
に
あ
げ
て

ワ
カ
メ
m
9
、
き
ゅ
　
　
水
け
を
切
り
、
三
～
四
㎝
の
ざ
く

・
カ
m
9
、
酢
2
0
9
、
　
　
切
り
に
す
る
。

・
。
　
　
　
　
　
　
　
〔
③
き
ゅ
う
り
は
縦
二
つ
に
切
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
斜
め
薄
切
り
に
す
る
。

む
い
で
、
五
㎝
位
の
長
〔
を
生
イ
カ
は
胴
の
部
分
を
皮
を
む
い

・
り
に
し
、
水
に
つ
け
　
　
で
、
一
枚
に
開
き
、
縦
二
つ
に
切
っ

援
く
。
　
　
　
　
　
　
　
て
さ
っ
と
ゆ
で
線
切
り
に
す
る
。

熱
湯
に
さ
っ
と
通
し
　
〔
⑤
⊃
叉
少
の
材
料
を
酢
じ
ょ
う
油
で

や
か
に
し
、
冷
水
に
　
　
あ
え
る
。

で
、
い
ま
す
。
　
一
方
　
消
費
者
を
保
護

す
る
た
め
に
、
｝
定
の
条
件
の
下
に

売
買
契
約
の
解
除
な
ど
か
で
き
る
制

度
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
｝
が

特
別
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
勧
誘
庁
法
か

誇
大
・
強
引
で
あ
る
こ
と
な
と
か
ら

生
し
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
逆
ち
ま
せ

ん
．　

消
費
者
の
方
は
、
ト
ラ
フ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
訪
問
販
売

に
注
意
し
ま
し
よ
・
つ
。

消費生活モニター調査結果 調査日

ヶ
篇晶

1．砂 唐墨

r
し

ワ
］ う油
3．天〆】、ら油

4．小　麦　粉
5．食 、

！

6．マーカ“1ノン

7． 乳

ウ
’8

ン
一←ー

テ9
11）．ラ　ノ　プ

ll．プロバンガス

！2，カレーライス

13．理髪料
14．バーマネント料

15。灯 月

リノガ『
弓

ユギレ
、61

軽7 油

18．A重油

塗名　孝丙　　　　勘こ　格

上臼糖　　1kg
『侭酉曼遣LI疫、農口　　　1．8μ

　　　〔しト～計隻i乙、み1

1，650g　（1．8の

薄力粉　　11i9
並　　食　　1斤
ソ　　フ 5ウ

一
り
一

紙容器フ＼り　　1、ol）Oef．

カルト〉フ、り　2259

400枚121）1）組：1氏箱フ、り

幅30cm長さ20111（一巻1

10nf

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む1

コー　『レ　ド　　『シ　ヲー　ト　カ

ト及び七・卜犀穿む1
ζ店垂頁f面『谷　　　　1曾o
‘酉己ド孝斗7λ、み　　　18らり

1　4　現　金
1　ク　現　金
1　ぞ　現　金

簸高値
278

450

578

220

150

5ーウ
一

261冒1

405

158

248

り
一5
450

11500

6，300

1．7r⊃0
1『7り1ニレ

165

つ
リ

ウ
】

93

最低値
240

418

89つ」
185

140

163

208

355

145

150

4，800

400

1，31）0

4，500

1，54R
1，5茎8

160

ll2

86

平均縫
254

450

524

200

142

193

9ウ一ウ
一

385

う
り5
に
」

り
］

4，968

431

り
臼4
5ラ】う

」
冨
ら

161

1．1う’），

116

9

前目平均価箔

272

457

561

198

141

195

227

366

148

197

5，1）27

414

1，6S5

5，057

塒

女揃屡飯賂比

」6．6

＿1．5
に
U6

1．o

1
．
1．7

1－〔？1

0．3

5．1

3．3

9．1

1．1

4．！

り
一

16」

り
乙5

備 考

上昇品目：小麦粉、食

　ベン、牛乳、ノ・㌘一、

　テ1弓ユペー7・一、

　ラソツ、カし一ラで
　ス、パーマ†ント料金

下降品目1砂糖、1．よ

　う油、天．三諺、油、マ

　ガリン、フロヘンガ
　ア、、王里叢卜斗

横ばい品目：灯泊

9

　i斎’

－血・一　　　　　．一燗臨

．胴、＝14亀畠聡．・

　　　　　写
　　■．

　　　　、　、轡’・曳・

　　団

鞭獺．

ピカピカの一年生

　　　　　　　　　　　○一大平小学校

　4月8日大平小学校（中村哲雄校長児童数212名）
の入学式が行われました。

　式典では、41名の新入学児童にお祝いのあいさつや

職員の紹介がなされ、2年生による器楽演奏を混じえ
た励ましや、楽しい学校のようすな，ど力鞍露されました。

　一年生は、1クラス41名で、児童には、高橋秀明く

ん、克明くんと小関修靖くん、修義くんの双子の兄弟

2組がなかよく入学し、さっそく担任先生から「きょ

うから一年生ですね、大きな声で『ハイ』と返事して

くださいね」との話しに全員そろって大きな声で返事
をしていました。

b
畏
ド
濠

肛

㊤

璽
叛

　
鳴青

ソ
，

・
2
よ

r
．
盈

毒
毒
し
『

新入園児の身体測定

○一白石第一幼稚園

　今春入園した可愛いい幼稚園児の身体測定が、4月

21日第一幼稚園（園児数185名）で行われました。

　この日は、新入園児の「ちゅうy）っぷ組」「たんぽぽ

組」「すみれ組」約90名が対象になる初めての測定で、

身長から体重、次に胸囲、座高の順序で行われました。

　測定では、服をじようずに脱ぎ、脱げない子や泣く

子もなく、チビッコたちは元気に測定を済ませるなど

先生たちをミホットさせていました。

わだい

縛嫉1エ

　　　　　　　些M

繋鯉癒」繋鞭1灘．響，麟

いざ本番に備え

　　　　　　　　　　　○一春の消防演習

　白石市消防団（上西礼二団長・700人）による恒例

の「春の消防演習」が、4月3日白石第一小学校グラ

ンドで繰り広げられました。

　8分団560人と、小型動力車32台、ポンプ車2台が

参加し、各功労者、団体への表彰伝達の後訓練に入

り、服装、機械器具の点検、ポンプ操法などに取り組

み、お昼には、自石川河原で一斉放水し、いざ本番に

備えていました。

》肝』
r軍

郵便ポストの清掃奉仕

～
ご

　　　　　　　　　　○一緑の少年団
　4月16日の午後、郵便ポスト愛護週間（4月14日か

ら4月20日）にちなんで、　「臼石市緑の少年団」の子

供たち12名がミ郵便ポストミの清掃奉仕に汗を流しま

した。白石駅前に集合した子供たちは、ぞうきんを手

に2班に分かれ、市内6ヵ所にあるポストの清掃をし、

冬の間、ほこりをかぶっていたポストは見違えるほど

きれいになりました。みどりの少年団は、街のグリー

ン作戦に取り組んでおり、これまでも数多く労力奉仕

の作業を続けております。

8



　
　
　
　
　
　
　
　
飾

　
　
　
　
　
愈

場民

　
い
つ
も
暖
か
い
お
湯
が
で
る
よ
う
に
と
、
自
宅
の
風
呂
を
考
案
。

自
慢
の
腕
で
省
エ
ネ
を
兼
ね
た
制
作
に
取
り
組
ん
だ
「
ア
f
デ
ア
マ

ン
」
日
下
隆
さ
ん
（
三
十
八
歳
福
岡
八
宮
）
け
。

嘉
1＝9滋

幅
ず

・
義

　　“
ゴ馨

卜■

　
　
　
　
　
遇
魅

　
　
　
　
　
　
　
　
盤

　
　
　
　
響
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
臆

＼

弱’　・もゆ、，

＿一一一一一一’　　　　　r

　　　，・　事

　
タ
イ
ル
業
を
営

む
日
下
さ
ん
は
、

盛
岡
出
身
、
小
さ

い
頃
か
ら
手
先
が

器
用
で
、
か
っ
て

は
電
気
関
係
の
仕

事
に
も
携
っ
た
こ

と
も
あ
る
方
で
す
。

　
昨
年
完
成
し
た

自
慢
の
風
呂
は
、

得
意
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
生
か
し
た
ダ

イ
ル
張
り
で
、
外

に
は
、
ゴ
ミ
を
燃

や
し
給
湯
で
き
る

温
水
ボ
↑
ラ
ー
と

「
ア
イ
デ
ア
マ
ン
」

目
下
　
隆
さ
ん

太
陽
熱
を
利
用
し
た
装
置
を
併
用
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
早
く
帰
宅
し
た
際
や
休

日
を
さ
い
て
好
き
な
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
」
（
陶
磁
器
類
）
の
焼
き
物
づ
く
り

に
熱
中
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
造
り
は
、

高
度
な
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
本
を
よ
く
読
み
、
焼
き
物
づ
く

り
の
道
具
づ
く
り
が
大
切
と
話
す
。

　
制
作
前
の
試
案
に
は
、
幾
度
も
時

問
を
費
し
、
い
つ
も
制
作
部
屋
に
閉

じ
こ
も
り
な
が
ら
工
夫
に
余
念
が
な

し
レ
」
カ

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
材
料
づ
ー
り

が
大
切
と
か
で
、
制
作
部
屋
の
中
を

拝
見
す
る
と
、
工
具
類
な
ど
の
道
具

が
ぎ
っ
し
り
あ
る
の
に
は
驚
き
ま
し

た
。　

日
下
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
は
、
先
頃

ま
で
使
用
し
て
い
た
自
前
の
コ
タ
ツ

に
も
工
夫
が
生
か
さ
れ
る
な
ど
生
活

に
密
着
し
た
も
の
も
数
多
（
あ
り
ま

し
た
。

　
旧
町
内
に
は
寺
に
関
係
の
あ
る

地
名
が
多
い
。
現
在
の
寺
は
七
か

寺
だ
が
旧
藩
時
代
に
は
こ
の
外
に

奄
認
寺
・
善
福
寺
・
無
縁
寺
が
あ

　
　
　
　
　
　
し
カ
け
ん

っ
た
し
、
別
に
修
験
（
法
印
）
寺

が
六
つ
あ
っ
た
。
寺
前
は
北
・
中
・

南
の
三
つ
に
分
れ
て
い
る
が
、
常

林
寺
・
清
林
寺
・
傑
山
寺
な
ど
の

東
側
で
、
文
宇
通
り
寺
の
門
前
地

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
寺
の
所
在
地

は
昔
は
寺
小
路
と

い
っ
た
が
今
は
使

わ
な
い
。
ま
た
傑

山
寺
の
あ
る
地
域

を
寺
囲
と
い
っ
て

い
る
が
、
明
治
初

年
ま
で
傑
山
寺
囲

と
い
っ
た
と
い
う
o

侮
山
は
片
倉
景
綱

の
法
号
で
寺
は
彼

が
創
建
し
た
。
東

地名アレコレ

百
理
に
あ
っ
た
寺
だ
が
、
片
倉
氏

に
従
っ
て
臼
石
に
来
て
最
初
に
こ

こ
に
お
ち
つ
き
、
後
に
寺
前
に
移
『

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
こ

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
中
央
公
民
館

の
あ
る
あ
た
り
を
寺
屋
敷
前
と
い

っ
て
い
る
か
ら
寺
が
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
妙
見
寺
の
あ
る
柳
町

　
　
　
　
　
　
は
こ
の
寺
に
も
ど

れ
も
確
証
は
な
く
、
道
場
前
に
あ
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

っ
た
寺
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
」

　　　　⑳

寺と地名その1（旧市内

北
本
線
自
石
駅
の
北
側
一
帯
を
道
柳
町
と
呼
ん
だ
と
い
う
の
は
誤

場
前
と
い
う
が
、
こ
れ
は
「
ど
う
じ
り
で
あ
る
。
不
澄
ケ
池
や
延
命

よ
う
ま
え
」
が
正
し
い
呼
び
名
で
、
寺
北
は
延
命
寺
に
ち
な
ん
だ
地
名
、
．

「
ど
う
ば
ま
え
」
は
誤
り
で
あ
る
。
弁
慶
が
義
経
に
従
っ
て
東
國
下
り

も
と
も
と
道
場
と
は
時
斜
（
六
百
年
の
時
、
延
命
寺
境
内
の
池
で
薙
刀

前
射
冠
聖
た
の
開
い
た
創
砂
宗
）
の
を
と
い
だ
。
池
の
中
は
そ
れ
ま
で

寺
を
い
う
の
だ
が
、
南
北
朝
時
代

に
時
宗
の
寺
が
こ
の
あ
た
り
に
建

て
ら
れ
た
た
め
つ
い
た
と
い
わ
れ
る
。

寺
前
の
常
林
寺
は
時
宗
で
、
も
と

　　　　　悩レ　　　　』じ　　　レ　　岬創　㌔副－繭

き
れ
い
だ
っ
た
の
に
そ
の
後
濁
っ

て
澄
ま
な
く
な
っ
た
の
で
地
名
が

生
ま
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
轡

づ
い
た
名
。
こ
の
　
帰

　
　
　
　
　
　
　
部

誘
奪
は
江
ど

擁
島
（
東
京
都
江
㎎

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

東
区
あ
謬
寺
聯

　
　
　
　
　
　
　
過

で
、
そ
の
柳
町
の
ψ

柳
を
と
っ
て
町
名
｝

に
し
た
。
新
開
地
蔚

だ
っ
た
の
で
花
柳
妙

　
　
　
　
　
　
　
．
W

街
へ
あ
そ
び
場
）
　
蜘

が
あ
っ
た
関
係
上
、
甑

　
　
　
　
　
　
　
厚
譜

†
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
趣

　
　
　
　
　
　
　
略

　
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
一

ノ0

イ
ド
ル

わが家のア

」　　　　　　ノヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　▲．、甑．上　　！
　　　　　　　　　　　　『　　　　』　■

佐藤奈津子ちゃん（福岡）

　S57年5月13日生まれ
　文雄さん、雪子さんの長女

　ママからひとこと

　ミ素直で元気に育ってほしいこ

　「犬とぼく」佐藤大助（大鷹沢小1年）

しのわた

か暫鞍勿

轡
　
　
石
，
冒
＼

　
X
　
｝
　
　
　
9
　
　
㌢

，
裂
、

　
、
》
圏
、
『
㌣
写
－
・
、
マ
も
し

　†

「自転車乗り」佐藤秀国（大鷹沢小1年）

ooo

　　　市

蕾民

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

歌
壇
川
股
兵
三
選

か
す
か
な
る
記
憶
を
た
ど
り
ひ
た
む
き
に
き
ず
な
求

め
る
孤
児
に
涙
す
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

十
八
の
短
か
き
青
春
を
血
に
染
め
て
墓
標
二
つ
見
ゆ

春
の
道
辺
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

老
い
し
夫
春
陽
を
受
け
て
縁
側
に
枝
を
整
へ
鉢
並
べ

い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

ほ
の
ぼ
の
と
蔵
王
の
山
な
み
雲
晴
れ
て
射
す
光
に
も

春
は
兆
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

わ
が
短
歌
が
初
め
て
の
り
し
広
報
の
活
字
を
幾
度
も

読
み
返
し
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
本
木
　
忠
夫

外
に
出
ん
と
訴
え
る
目
の
い
と
ほ
し
く
疲
れ
も
忘
れ

孫
を
抱
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

早
春
の
竹
や
ぶ
の
中
に
薄
陽
さ
し
や
ぶ
こ
う
じ
の
実

の
赤
き
が
愛
し
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

淡
雪
に
濡
れ
て
み
ど
り
の
鮮
や
か
に
命
あ
ら
た
に
芽

吹
く
水
仙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
干
代
子

残
業
の
続
き
わ
ず
か
の
晩
酌
に
ま
ど
ろ
む
夫
に
そ
つ

と
布
団
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

何
時
迄
も
若
く
あ
れ
と
の
願
い
こ
め
還
暦
の
妻
の
誕

生
日
祝
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

赤
味
お
び
し
椿
の
蕾
を
摘
み
し
孫
両
手
に
持
ち
て
我

に
見
せ
に
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
力
丸
き
み
子

た
く
ま
し
く
生
き
て
祖
国
の
土
を
踏
む
悲
し
き
孤
児

の
長
き
歳
月
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

粕
汁
に
入
れ
し
と
う
菜
の
青
き
色
ほ
の
か
に
も
春
を

感
ず
る
あ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

香
水
の
ほ
の
か
な
香
り
を
玄
関
に
残
し
て
去
り
ぬ
セ

ー
ル
ス
の
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

い
づ
こ
に
て
役
に
立
つ
や
と
思
い
つ
つ
今
日
も
小
さ

き
部
品
組
み
を
り
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
と
も
子

ト但

壇

鈴
木
貞
二
選

忌
の
近
き
こ
と
水
仙
の
香
に
あ
り
ぬ

白
梅
や
母
の
便
り
の
な
き
ま
ま
に

赤
い
花
供
へ
子
猫
を
埋
葬
す

凍
解
の
庭
に
芽
生
え
し
名
草
の
芽

初
午
の
出
店
が
並
ぶ
沿
道
に

日
だ
ま
り
に
ふ
か
ふ
か
ぬ
く
む
落
葉

か
な

耕
う
ん
機
蛙
起
さ
ん
音
高
く

き
さ
や
か
に
赤
飯
炊
い
て
雛
祭

鏡
な
す
泰
山
木
に
春
あ
ふ
れ

牡
丹
雪
広
告
塔
の
灯
の
廻
る

畦
草
の
枯
草
燃
ゆ
る
春
一
番

二
ん
月
の
川
を
へ
だ
て
て
御
廟
山

や
わ
ら
か
き
日
ざ
し
の
庭
や
沈
丁
花

ま
ん
さ
く
や
八
幡
様
の
急
坂
に

蔵
王
お
ろ
し
ま
だ
冷
た
か
り
梅
蕾
み

佐太鈴大青
藤田木庭木

善敏民良良
夫子子子子

阿
部
み
さ
子

荒
木
と
も
子

草
野
　
美
沙

高
橋
和
歌
子

佐
藤
　
周
子

遠
藤
　
省
三

久
須
見
南
斗

岡
崎
　
澄
子

川
村
　
静
恵

高
子
う
こ
ん

※
五
月
例
会
は
五
月
二
十
二
日
旧
十
二
時
よ
り
中
央

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

つウこ

ノプ
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鞭嚢教篇・継1会怖禰

事　　業　　名

上
　

級
会
会
絵
り
会
会
撰
会
山
級
座
座
座

　∞評
粟
轟
離
樹
清
教
道
劉

肺
を
響
就
　
購
山
王
庭
陸

成
放
子
親
家
史
新
臼
公
高
蔵
家
書
銀
陶
家庭教育相談事業

文
会
会
り
祭
会
会
の
り
間
会
会
会
会
会
り
会
会

と
　
　
　
　
　
大
大
↓
　
　
　
　
彦
多
修
修

認
大
演
・
化
馨
つ
協
繍
魍
蕪
演

鱗
化
民
化
民
※
醗
熱
概
畢

の
　
　
　
　
民
］
業
　
　

耳
q
侶
②
は

そ
　
市
文
公
市
公
オ
農
健
体
社
視
　
　
　
　
県
郷
文

期　　　日

4月～3月
5月28日

6月25日

6月18日

5月22日

2月5日
7月10日

2月12日

7月24日

8月7日

6～9月

6～3月

6～3月
6～11月

4～3月

　10月10日

　3月1日

3月1～4日
11月1～4日

　3月4日

　11月6日
　11月13日

　8月7日
7月21～31日

　　3月

　8月14日

　8月3日

　8月11日

6月9～10日

　6月
　3月
　10月

場　　所

糠
〃
〃
蒲
議
〃

〃
〃

第二小学校

中央公民館

　〃
中央公民館
市民会館
中央公民館

益岡公園

白石中
　　ク

市　　内
中央公民館

孝文ホオセ　ン　ター

　　ク

中央公民館

県　　内
中央公民館

　　〃

愛される公民館をめざして，一

事業鑓施欝繍甑 白石市教育委員会
白石市中央公民館

事　　業　　名

乳幼児＝健全で豊かな子どもを

　　育てるための学習をする

三才児を持つお母さんの学級

功　　児　　学　　級
乳幼児教育研究集会
青少年一青少年の健全育成と体

　　　力づくり

少年スキー教室
子ども会ソフトボール大会

子どもまつり
春の自然に親しむ少年の集い

秋の　　　　〃

子ども工作教室
凧f乍り講習会
親　子　読　書　教　室

少年野外活動事業
ジュニアリーダーキャンプ大会

ジュニア‘リーダー研修会
ジュニアリーダー初級養成研修会

青年団体一泊研修会
巡　　回　　小　　劇　　場

成　　　　人　　　　式
婦人一婦人の教養を高め、運動

　不足を解消し、親睦を図る

婦　　八　　学　　習　　会

婦人教養講座
婦人ボランテfア講座

座
座
座
座
座

　
　
　
　
講

　
　
溝
溝

　
　
F
．
口
一
曹
ロ
ス

講
薦

　
　
　
　
、
／

　
　
ガ
焼

　
　
　
　
ダ

道
理

　
　
一
宝
ズ

　
　
　
　
ヤ

華
料
ヨ
七
ジ
婦人団体一泊研修会
高齢者＝高齢者としての生きがいを

求め、より豊かにすごすための学習

ゲートボール指苛者講習会

敬　　　　老　　　　会
高　　齢　　者　　教　　室

期 日

6月～8月

6月～2月

　10月

2月5・11・12・19日

　8月28日

　5月29日

　5月8日
　10月23日

7月22・23日

　12月11日

　5～9月

　6～11月
8月11・12日

　11月27日

7月28・29・30日

9月10～11日

　10月4日

　1月15日

　9～11月

　6～3月

　4～3月

　6～3月

　6～3月

　9～11月

　6～9月

　6～8月

7月23・24日

6月4日
9月14日

6～11月

場 所

中央公民館

小学校
中央公民館

王
場
小
園
平
　
　
館
　
　
　
場
平
館
年
家
館
館
館

ギ
　
公
保
　

民
　
　
　

保
民
少
の
民
会
民

凝
敬
”
轍
．
”
雑
鷹
織

中央公民館

　　〃
中央公民館他

中央公民館

　　〃

　　〃

第一小学校

市民会館
中央公民館
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騨家庭奉仕員

　　　　ホ。ムヘルハー募集

1．資　格
①市内に居住する方で年令25歳

　以上55歳末満の婦人。

②巳身ともに健全で福祉に関し

　理解と熱意を持ち介護と相談助

　言等のできる方。

2．募集人員　若干名

3．業務内容

○食事の世話、O衣類の洗濯、補

　修、o住居等の掃除、整理整頓、

○身の回りの世話、○生活必需品

　の買物、○医療機関等との連絡、

　通院介助、O生活身上に関する

　相談、助言、Oその他必要な家

　事、介護、相談、助言。

4．申込方法

　5月2日（月）～6月10日（金）までに

　履歴書（市販のもの）を秘書企

　画課へ提出のこと。

5．選考方法

　面接による

6．備　考
　登録しておき臨時的介護が必要

　なとき業務にあたる。

瞬公立刈醐綜合病院

　　　　　　事務職員募集

〉職種および採用予定人員

　一般事務職（男）　初級1名

〉受験資格

　白石市、蔵王町、七ケ宿町の区

　域内に居住し高等学校卒業以上

　の学歴を有する者。

　昭和33年4月2日から昭和40年

　4月1日まで生まれた者。

レ第一次試験の日時および場所

　11旧時　昭和58年6月2，日（木）

　　午前10時から

　（21会場　公立刈田綜合病院

〉受験手続

　（1｝受験申込み　申込用紙は公立

15

刈田綜合病院庶務課人事係

　（旧館3階）に用意した用紙

　を使用すること。

（2）申込受付期間　昭和58年5月

　10日（火）から5月20日（金｝まで。

　（郵送の場合は5月20日消印

　まで有効）

（3）申込受付時間　平日は午前8

　時30分から午後5時まで。（日

　曜日を除く、土曜日は正午ま

　で〉。

圃国際協力事業団

　　海タ1協力隊、隊員募焦

　協力隊は、アジア・アフリカ・

中近東・中南米・南太平洋の開発

途上にある国々に対して、経済・

社会の発展のために技術・技能を

身につけた、心身ともに健全な日

本の青年を派遣して、各国の国づ

くりに協力しています。

〉申込み　5月20日までに市教育

　委員会社会教育課（内線411）

　までどうぞ。

甥簡保年金写真rンフ…月．

　郵便局の簡易保険・郵便年金は、

ほとんどのご家庭で加入いただき、

またこれらの保険料・掛金は皆さ

まからお預りしている間、全国の

県、市、町村や公社、公団等を通

じ、学校、住宅、公園、道路及び

東北新幹線など公共施設の建設に

役立てられておケ）ます。

　郵政省では、このような郵便局

の簡易保険、郵便年金資金の果た

している社会的役割を広く国民の

皆さまに知っていただくため、毎

年、簡保年金資金でつくられた施

設を題材とする「簡保年金資金写

真コンクール」を実施しておりま

すが、今年も4月1日から第15回

の写真コンクールを実施すること

になりましたので、皆さんふるっ

てご応募ください。

　募集期間は、4月から6月30日

まで。

　簡保年金資金でつくられた施設

には、学校、幼稚園、公営住宅、

道路、公園、加入者ホーム等があ

り、これを題材とします。

　なお、くわしくは、白石郵便局

恕5－2745へおたずねくださ
いo

鵬ユーヌホヌテル会員募集

　ユースホステルは、若人が楽し

く安心して旅行できる宿泊施設で

す。会員規制を守れる満4歳”、上

の入ならだれでも会員になれます

のでご利用ください。

　くわしくは、教育委員会社会教

育課（内線411）までどうぞ。

圃協ミ1．1映写機操作技術

　　　　　　　　研修会
　次の日程により、研修会を開催

いたしますので、市民の皆さんふ

るって受講ねがいます。

〉日時　6月9日、10日（2日間）

　午前9時30分から午後4時まで

　〔昼食持参願います）

〉場所　自石市中央公民館

〉申込み　5月31日まで中央公民

　館（暦4－5377または奮6－24

　53へお申し込みください。

盤手話講座

　白石手話サークルでは、聴覚障

害者の社会参加の促進に寄与する

目的で手話講座を開講いたします。

　ふるってご参加ください。

レ期問　6月13日～6月28日午後

　6時～8時（水、土、日を除く

　10日間）

1〉場所　白石市中央公民館

　くわしいことは、福祉事務所

　（内線139）までどうぞ。

公民、館だよ彰、1

懸春（力自然に親しむ

　　少年のつどい

　春の自然のなか健康で楽しい野

外活動を通し心身とも健全な少年

を育てることを目的に開催します。

〉日時　5月8日（日）

》場所　白石市青少年の家（小久

保平）

〉対象者　市内小学校5年生～6

年生

園第ノ回子ともま二、暗ノ

　次代を担う市内の少年が同一会

場にて「子どもまつり」を開催し

野外活動，レクリエーション等を

実施することにより少年の豊かな

人間形成と相互の交流を深める目

的で開催されます。

〉日時　5月29日（日）午前8時30分

〉場所　白石市益岡公園

〉対象者　市内各小学校1年生～

　6年生

麗親子体力つくり指導者講習会

　日頃の運動不足を解消するとと

もに日常、親子でできる体力づく

りの指導者を養成する目的で開催

いたします。

＞日時　6月11日（ガ午後1時30分

〉場所　自石市中央公民館

〉対象者　P　T　A関係者，子ども

　会育成会関係者，体育指導委員，

　公民館担当者など。

闘ケートホール指導者講習会

　80年代の新しいファミリースポ

ーツとして普及してきたゲートボ

ールを広く地域住民に普及するた

めの指導者を養成するため開催い

たします。

〉日時　5月7日仕）午前9時30分

　受付

〉場所　白石市中央公民館

〉対象者　ゲートボールチーム代

表者，体育指導委員，公認審判

　員，公民館担当者など。

贈家庭バレーボ…ル指導者

　　講習会

　家庭バレーボールの指導者が一

堂に会し，理論と実践を通し資質

の向上を図るとともに家庭バレー

ボールのルールの統一について研

究協議するため開催します。

＞日時　5月15日午前9時30分

レ場所　中央公民館

〉対象者　各地区家庭バレーボー

　ルチーム代表者，公認審判員，

　P　T　A家庭バレーボール代表者，

　体育指導委員，公民館担当者。

　午前8時20分

レ参加費　1人3，000円

〉募集定員　90入（定員になり次

　第，締切ります。

〉見学場所　平泉中尊寺，毛越寺，

有壁本陣

レ申し込み受付期間　5月6日㈹

　から5月14日田の正午まで，中

　央公民館（暦6－2453または4

　－5377）までどうぞ。

各地区公民館開設講座

地区名
大平公民館
大噺尺公民館

小原公民館

講　座　名
ジヤズダンス。

書道、ゲートボール

七宝焼。

生花、手芸、七宝焼

若人教養講座、ゲ

ートボール。

※各地区公民館開催の行事をくわ

しく知りたい方は、各公民館にお

問い合せください。

越河公民館（8氾101

斎川　〃　（5尼701

大平　〃　15珍338

大鷹沢〃　〔512711

白川公民館（7）2101

福岡　〃　15B249

深谷　〃　〔44540

小原　〃　19脚31

醐史跡名勝地めぐり

　中央公民館では、文化財の理解

と保護思想の普及を図るため、次

の要領で史跡名月封也めぐりを開催

します。皆さんの参加をお待ちし

ております。

＞期日　5月22日（日）

〉集合場所及び時間　中央公民館

地区別各種学級開設計画

地区名

白　石

越河
斉　川

大平
大鷹沢

白　川

福　岡

深　谷

小原
十まR

窟庭教育

学級
○

○

○

○

○

○

○

○

○

9

婦人
学　級

○

0

○

○

4

高齢者帽乳幼児

学級学級
○

○

0

○

4

○

1

第
4
の
選
択
　
　
　
　
　
西
山
　
干
明

日
本
の
著
作
権
法

　
　
　
　
シ
ン
コ
ー
　
　
、
、
、
ユ
『
ジ
ノ
ケ

知
的
生
活
　
　
　
　
P
G
・
ヘ
マ
ト
ン

贈
る
こ
と
ば
　
　
P
H
P
研
究
所

女
だ
け
の
会
社
奮
戦
す
　
佐
藤
　
　
慶

坂
本
竜
馬
の
手
紙
　
　
　
嶋
岡
　
　
農

パ
リ
と
近
郊
の
本

　
　
　
　
　
　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

点
宇
と
朗
読
へ
の
招
侍
　
本
間
］
夫
外

差
別
と
戦
争
を
見
る
眼
　
梅
田
正
己
外

草
柳
大
蔵
の
礼
儀
と
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
柳
　
大
蔵

こ
よ
み
便
利
帳
　
　
　
暦
計
算
研
究
会

西
洋
野
菜
の
百
科
　
　
　
小
　
学
　
館

，
・
ら
し
の
色
え
ん
ぴ
つ
　
西
村
　
玲
子

色
を
染
め
る
　
　
　
　
大
竹
　
三
郎

木
の
家
の
話
　
　
　
　
　
宇
野
　
英
隆

手
づ
く
り
の
陶
芸
入
門
　
谷
田
　
成
雄

ど
ん
な
子
も
捨
て
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
繁
太
外

北
の
事
件
簿
　
　
　
　
佐
野
　
　
洋

新
編
折
々
の
う
た
　
　
　
大
岡
　
　
信

日
本
文
人
詩
選
　
　
　
　
入
矢
　
義
高

雅
弓
い
て
　
　
　
　
　
三
好
京
三

よ
7
す
や
平
四
郎
活
人
剣
　
全
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
　
周
平

ち
い
さ
な
モ
ス
ク
ワ
。
あ
な
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
　
京
子

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
マ
イ
フ
レ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸
ヒ
　
　
　
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
よ
ロ

パ
ン
の
家
　
　
　
　
　
　
井
上
　
光
晴

子
ど
も
の
本

宇
宙
・
不
思
議
な
い
れ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
沼
　
晴
夫

と
う
さ
ん
か
ら
の
て
が
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
坂
　
三
好

秋
子
の
臼
い
朝
　
　
　
岡
本
文
良

ぼ
く
の
キ
ツ
ネ
を
つ
か
ま
え
な
い
で

　
　
　
　
　
　
シ
エ
イ
ン
・
ス
コ
ソ
ト

朝
日
少
年
少
女
理
科
年
鑑
昭
和
5
8
年
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
社

なみ

のん

図

圭
日

館
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號響職
～

市役所の所在地

白石市字桜小路35

〒989－02 母521』”（代表）

・国民年金
　加入して吼、、まづか

　　　　　国民年金にノ

　日本への男女の平均寿命の差は

約5年あります。これに平均結婚

年齢差の3年を加えると、女性は

8年近くひとり暮しの老後を送る

ことになり、経済的に弱い立場の

女性にとって、それだけ老後の生

活設計を真剣に考える必要があり

ます。

　確かに、夫婦で生活している間

は、ご主入が職場で加入していた

年金から老齢年金が受けられます。

　しかし、その年金はあくまでご

主人の年金であって、奥さんには

わずかな加給年金がプラスされる

だけです，、，

　また、ご主人に先立たれたあと

はご主人が受けていた年金の半額

（遺族年金）しか受けられません。

　この年金だけで、果して老後の

生活は安泰でしょうか。

　そこで、長い老後に備え、奥さ

ん自身の年金権を確保するために、

1日も早く国民年金に加入するこ

とをお勧めしています。

　国民年金に加入しますと、将来

ご夫婦でそれぞれの老齢年金が受

けられますし、万が一のときには

障害年金や、母子年金などを受け

ることがで’きます。、

プ7

　年金額は、保険料を納めた月数

で計算されますので、1カ月でも

早く加入すればそれだけ年金額が

多くなります，、

　保険料は、今年4月から583

0円。さらに400円の付加保険

料を納めれば、より高い給付が受

けられるみちも開かれています。

　まだ国民年金に加入されていな

い奥さん！老後は確実にやってき

ます。ご主人だけに頼らず奥さん

自身の年金権を持ち、不安のない

老後を送るために、そして、万が

一に備えるために、ぜひ、国民年

金に加入しましょう。

　加入手続き等については、市役

所市民課国民年金係又は各出張所

でお気軽にご相談ください。

　今月の、堺況屑ノ）

　　　1皐患時期（r4

　今月は、国民年金の障害、母子

準母子、遺児、寡婦年金を受けて

いる方が、「現況届」を程出する月

です。

　なお、該当者には直接ご連絡い

たします。

窒イ協！

、～　　■
1

2一み、

・衛

58年度

生・

衛生害虫駆除方法

　昨年と同様乳剤による消毒のみ

行うため各世帯にスミ千オンV　P

乳剤100認ビン入を配布いたします。

またこの乳剤を300倍に希釈し5月

から10月まで月3回程度定期的に

実施してくださt、、。

　なお小原・大鷹沢両地区につい

ては、例年同様礼剤による消毒の

ほか従来の油剤による消毒も実施

いたします。

レ小原地区　　5月10日1火1

〉大鷹沢地区　5月17日伏1

f群ψ’痢ゆ』磯『ひ卓ゆ瀞’『ひ1鞘一『9』轡rひ・臥ひ｛暫

も　　　　　　　　　　　　　う
1　今月の納税は　1
◎　　　　　　　　　　　　　奄
も　固定資産税第1期・軽自動◎
◎　　　　　　　　　　　　も
奪車税の納期です。　　　　　◆
令　　　　　　　　　　　　　も
毒　納期内に納めまし．ヒう。　　◎
争　　　　　　　　　　　　喚
㍉ゆ噺φ｛，ψφ世ゆ瀞φ・轡→．瀞や砂◎漉

軽自動車税
の免税申請

　身体に障害があるために軽自動

車税の免除を受けられる方は、5

月24日まで免除申請書の提出が必

要なので期限まで次のものを持参

して手続きをして1ださ1、嵩。

ぐ持参するものノ

　○印かん（シャチノ・ダは認めな1，、）

　○身体障害者手帳、または戦争

　　病者手帳

　○運転免許証

　Q車検証（滅免希望の軽自動車）

　なお、不明な点がありましたら

税務課庶務係（内線144）まで
どうぞこ、

　匹　磐　璽　瞬　項　胡 ‘　面　1　轡　凹　巴　息　曹　〕

官公庁だより
　田　喧　田　自　醐　茜　回　自　国　藺　曽　間　晶　咽　“

し鯉奨篇鍵

　　税務署長の行った更生や決定、

　差押えなどの処分について、納得

　がいかない方のために、税務署長

　に対する「異議申立て」や国税不

　服審判所長に対する「審査請求」

　などの制度があることをご存知で

　すかQ

　　くわしくは、お近くの税務署や

　仙台国税不服審判所ao222－21一

’7561におたずねください。

　贈与税は、1年間に贈与を受け

た財産の価額の合計額が60万円の

基礎控除を超える金額に対して課

税されますが、婚姻期問20年以上

の夫婦間の居住用の土地家屋の贈

与である場合、または贈与を受け

た現金で居住用土地家屋を取得し

た場合で次の①または②のいずれ

かに該当するときは、60万円の基

礎のほかに1千万円まで配偶者控

除が受けられます。

①贈与を受けた年の翌年3月15日

までに贈与を受けた土地家屋に実

際に居住し、しかもその後も引き

続き居住する見込であること。

②贈与を受けた現金で、翌年3月

15日までに居住用土地家屋を購入

または建築して実際に居住し、し

かもその後も引き続き居住する見

込であること。

　なお、居住用土地家屋のうち土

地だけ贈与を受けた場合でもその

土地上の家屋の所有者が（！）夫婦の

いずれかであるときか②贈与を受

けた配偶者と同居している親族で

あるときで、その家屋に贈与を受

けた配偶者が居住している場合は、

この特例が受けられる取り扱1、・に

なっています。

　この配偶者控除は、一生に一度

しか受けることができません。適

用を受ける場合には、贈与を受け

た年の翌年2月1日から3月15日

までの間に贈与税の申告書に所定

の書類を添付して所轄の税務署に

提出する必要があります。

　くわしいことは、毎月15日の定

例税務相談の際におたずねくださ

いo

塵竺蠣鯛
　　　　　　宮城労働基準局

　労働省では、5月21日から31日

まで「家内労働旬間」を実施して

います。

　家内労働旬間は、家内労働関係

者に対して家内労働法の周知徹底

と遵法意識の高揚を図り、家内労

働者の労働条件の向上と生産の安

定を一層促進することを目的とし

て、全国的に運動を進めます。

　本年は「家内労働者労働条件の

向上、すべての家内労働者に家内

労働手帳」を目標として実施しま

す。

　くわしくは、大河原労働基準監

督署（ao2245－3－2154）または

宮城労働基準局賃金課（盈0222－

21－6111内線234）までお・問い合せ

ください。

　3月31日から電信電講

　損券の引勤、†け不要て弓

一白石電報電話局
　電電公社は、これまで新規に電

話を取り付ける場台やプッシュホ

ン等の各種商品を取り付ける際に、

お客さまから債券の引受けという

形で、資金面のご協力をいただ1、・

ておりましたが、3月31日からそ

の債券の引受けが、不要となりま

す。

　これからは、債券の引受けが不

要となるため各種の便利な商品等

も簡単な手続きで、お取付けがで

きるようになります。

　くわしくは白石電報電話局窓口

　費5－2000へおたずねください。

　ファミリーバイクの愛用者は、

年々増加1、ておりこれに伴ってバ

イクによる交通事故も多くなって

います。このバイケによる事故の

ほとんどが運転操作の未熟と安全

知識の不足及び混合交通の道路上

における走行の不慣れが原因とな

っています。f曽え糸売けるファミリ

ーバイクを正しく安全にそして快

適に利用していただくため新らた

に原付免許を受験される方に免許

の受験日以前にあらかじめ運転技

能と安全運転の知識の講習を受講

していただきその講習終丁証明書

をもって免許試験を受けられるよ

うお願いします。

　＊原付技能講習実施要領＊

〉講習実施の主体

　宮城県交通安全協会二輪車安全

　運転推進委員会

〉実施時期

　昭和58年4月12日から毎月第2、

　第4日曜日

〉申込み

　白石地区交通安全協会　費5－

　0977に申込み受講日の指定を受

　ける。

1〉講習の時間、場所、及び内容

　11塒…間　午後1時30分～午後4

　　　　　時31）分

　（2蝪所　白石自動車練口所

　〔3）内容　実技晶口2時問、安全

　　運転の知識に関する講習1時間

〉受講料　1人2，500円

ノ6
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騨
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ぴ

　　　き
　　　、寮ど歪一　、 浩　　　　ノ1
　　　晦7“　　　　　　．巧
　　　　　　　　　　　　　ノ

ー摺　麹
　　湧口　　、噌

　　交通安全のチラシ配布

　　4月8日、新入学児童を対象に

　した交通安全運動のチラシが白一

小、自二小、高甚角の3カ所で配

布されました。登校や下校のさい

に事故に合わないよう呼びかけを

．しました。地区交通安全協会自石支

部。自石市交通安全母の会の主催。

謡・、轟・、蔀

　　　　　　ハロ　　　　　　　　　　　リ　　い

　　　翼 1　　　　　　　ら

　　　　　　、＼－㌧‘

　　「諏　　　’戯r』』『唱斎匪．閣、噛

　　　　　　　　　し　　　　ー

　　日通工で緑の植樹

　昨年8月より操業を始めた東北

日通工（市内旭町）で、工場緑の月

にちなんだ記念植樹が行われまし

た。植樹では、知事が県木のケヤ

キを、市長が市木のブナなど8本

を植え、工場の新入社員の代表10

へがサザンカ10本を植えました。

，1

　　鍾・驚峨
　　生花でさわやかに

　このほど越河駅窓口に地元下平

華道研究会（斎藤文子指導員ほか

6名）の会員たちの手により、生

花が展示され、通勤・通学の利用

者にさわやかな印象を与えるなど

話題となっています。展示は、毎

月例会後に行っているとのこと。

休日急患当番医
月　日

5／1
3
5
8

15

22

29

内 科

広瀬医院（5朋38
三浦クリニック（鵬854

笛医院（5）2410
加藤（司）医院（5）2001

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

外 科

斎藤医院（5）1222

朝倉病院（5）2101

銭谷医院（5）2010

刈田病院（5）2145

宮城医院（5）2062

刈田病院（5）2145
加藤（大）医院（5貯10

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談
相談区分

人権擁護

相　　談

行政丞目詳炎

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　　談

孝兎矛芳ホ目言炎

消費生活
相　　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

婦人相談

無料法津
相　　談

樵談日

17

17

17

6・25

17

16

17

応
途

17

跡
木

　
週
加

　
毎

リオン12・26

トリオ　　9

ニホン　15

17

17

間出
す

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15100

10：00～

　12：00

10：00～

　14：00

9：30～

　15：00

10100～

　16：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00
11：00～

　12：00

10：00～

　12：00

11）：00～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

自石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター
2F皆水目言炎室

健康センター

2階相談室

白石市役所，

2ド皆ホ目言炎室

臼石市役所

2階相談室

臼石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

臼石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について

困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩
んで1、斗る女性の方

法律についての困り

ごと

ノ8


